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ハワイ

束リフ

キラウェア火山の

ト⑧ゾｰンと最近の噴火

須藤茂(地殻熱部)
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且｡はじめに

1983年10月3日三宅島で21年ぶりに噴火が起きまし

た.この噴火は山腹の約4㎞にわたる割れ目火口か

ら生じ我々はテレビや写真だと多くの映像で火のカｰ

テンを見ました.そして記憶も生々しい1986年11月

伊豆大島でも噴火が起こり特に11月21日にはカルデラ

の内側と外側とで割れ目噴火が発生し再び火のカｰテ

ンが出現しました.幸いこの噴火では溶岩流は住宅に

まで達することなく止まりました.大島の一連の噴火

のニュｰスが続くさ中11月下旬にハワイのキラウエア

火山では溶岩流が住宅を襲いその先端が海岸にまで達

したことが報道されました･これらの火山の噴火とそ

の災害は火山の存在を私達に強烈に印象づげました.

また伊豆大島の噴火は火山を知ることがいかに重要で

あるかつまり私達は火山についてまだどれだけわかっ

ていないかを痛切に感じさせるものでした.

キラウエア火山では1983年1月から比較的規模の大き

い活動が始まりその活動は少なくとも1987年12月まで

は続いています･つまりキラウエアでは三宅島の噴火

前から今回の大島の一連の噴火の時点まで活動が続いて

いるのです｡｢火のカｰテン｣の本場キラウエア火山

の活動を知ることはそれがそっくりそのまま日本の火

山の噴火に適用できるものではたいとしても意義のある

ことだと思います.

ハワイの火山については既に本誌の第310,312,314,

315,316号に1979年時点での紹介記事が掲載されてい

ます(曽屋･三村･松久･須藤執筆).またハワイ島の最近

の情報は本誌の第399号に紹介してあります.そこで

本稿では今回の一連の噴火が起きているキラウエア火山

のEastRiftZone(本文では東リフト･ゾｰンとします)に

ついて主に紹介することにします｡

2.キラウエア火山とリフト｡ゾｰン

キラウエアはハワイ島の南東部を占める活動的た火山
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第1図

キラウエア火山概念図

HA肌ETT(1987)を簡略化
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第2図キラウエア山頂付近の各深度ごとの震源分布.1970-1983年のデｰタ､リフト･ゾｰンの地下の深さ2-4kmで

地震が多発していることカミわかります.

KLEINほか(1987)より引用

です.山頂部には長径4.75㎞短径3.25㎞のカルデ

ラがあります.リフト･ゾｰンはそのカルデラから南

西方向に1本東方に1本認められます(第1図).

キラウエアの噴火は山頂部と2つのリフト･ゾｰン上

からのみ起こっています.リフト･ゾｰンでは正の

重力異常(KIN0s亘ITAほか1963)及び強い磁気異常

が認められ(FLANI眺Nほか1987)P波速度は大きく

(THU醐R,1978)地震が多発し(K㎜INほか1987)ま

た測量結果によれば拡大する傾向が認められています

(SwANs0Nほか1976)･これらのことからリフト･ゾｰ

ンとはほぼ垂直な密度が欠きた岩脈が密集したゾｰン

であると考えられています｡またキラウエアではしば

しば山頂の噴火に引き続いてリフト･ゾｰン上で噴火が

起きることがあります.地震観測結果によればキラ

ウエア山頂カルデラの南端付近の地下に位置するマグマ

1988年1月号

溜りからリフト･ゾｰンにマグマの連絡口が開いてお

りマグマはリフト･ゾｰンの深さ2-4㎞の通路内を移

動し地表に噴出すると考えられています(K㎜INほか

1987)(第2図)｡リフト･ゾｰン上での噴火と山頂部の

地下のマグマ溜りの関係は山頂部の歪みと傾斜測量に

よりよくわかるようにたりました(第11章参照)･

リフト･ゾｰンの内部構造がどうたっているのかはよ

り開析された古い火山を調べればわかります･たとえ

ばオアフ島のクｰラウ(Koo1au)火山には7400の貫入岩

が認められます･そのうち3550の岩脈が調べられまし

た.岩脈の幅は5cm-670cmでありその90名は150㎝

より薄くリフト･ゾｰン中では全体の体積の50-70

省を占めています･またこれらの岩脈群は重いのでた

わんで沈降し中心都にカルデラができたのではないか

とも考えられています(WALKER1987)｡�
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第3図

キラウエア火山山頂都の略図

U.S.G.S.(1986)より作成.

図中の数字は溶岩流の噴出年号.

H.V.O.ハワイ火山観測所

V.C.:国立公園管理事務所とビ

ジタｰ･センタｰV.H.:ボルケ

イノ･ハウス

3.東リフト･ゾｰンをどうやって見るか

キラウエア山頂から南東にChainofCratersRoadが

伸びています.この道路はマウナ･ウルの1969-1974

年噴火以前はマカオプヒ･クレイタｰまで続いていまし

た.現在はマウナ･ウルの南を通って海岸付近に下り

海岸沿いに東に続いています｡しかし問題がありま

す.1983年1月からの噴火による溶岩により1986年

にこの道路もカラパナ地区の海岸付近で断ち切られてし

まいました.1987年2月には一度開通しまLたがす

ぐに次の溶岩流に覆われてしまいました･したがって

現在は車では周回できません･またマウナ･ウルより

東方のリフト･ゾｰン中央部には自動車道路はありませ

ん.特に1983年からのフウ･オオ及びその付近の噴火

の現場へは地上から近づくことは困難です･

そこで残された方法は空からの観察ということになり

ます.ハワイは観光地です.ハワイ島にも中小及び

極小の飛行合杜がいくつかあり小型飛行機かヘリコプ

タｰで噴火地点の上空に達することができます.噴火

時には混んでおり貸切るのは難しそうです･料金例

としては飛行機が50分で1人45ドルヘリコプタｰが45

分で1人94ドルです.観光地噴火時につき割島です

が胃本の料金と比べるとはるかに安いです･視界は

窓が開くかどうかあるいは座席の位置たどにより異な

第4図Wahau1aHeiauビジタｰ･センタｰの屋根.後

の大きな断層崖を流下した黒い溶岩はPuuOoからの溶

岩流.
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第5図北西からみたH.V.O.

ハレマウマウ火口(黒い部分)とキラウニニア･カルデラ.

るので一概にどうと言い切れませんがパイロットの反

対側の座席の方が良いようです.座席は体重のバラン

スたどを考慮して決めるのだと説明Lてくれましたが

かけひきは微妙です.

見学には案内者案内書が欠かせません.キラウエ

アの国立公園には山頂部(第3図参照)と南の海岸のワ

ハウラ(Wahau1a)(第4図)にビジタｰ･センタｰがあり

ます.しかL今まで観光客には素気だかった米国地

質調査所(U.S.G.S.)のハワイ火山観測所(H.V.O.)が

変身しました.

4｡改装なったH.V.O.

ハワイの火山の探険的調査が始まったのは19世紀です

が今世紀に入ると火山の研究には現場で長期にわた

って観測を継続することが不可欠であると考え実行する

人が現れました.マサチュｰセッツ工科大学の教授で

あったThomasA.Jagger,Jr.(1871-1953)は1912年

キラウエア･カルデラの北縁に火山観測所を建設しまし

た.資金援助者はホノルルの実業家弁護士L･A.

Thurston.キラウエア･イキの東の溶岩トンネルにそ

の名を残している人でしょうか.観測所はキラウエ

ア山頂域唯一のホテノレボルケイノ･ハウスの傍(第3

図参照)に建てられました･

Jaggerはまず火山観測には地震計が不可欠だと考えま

した.当時の観測所の写真には大きな大森式の地震計

がいくつか映っています･火山に関することは何でも

やってみるタイプの人らしく溶融溶岩の温度測定や溶

岩の掘削なども試みました･火山災害の軽減に関して

は溶岩流を途中で分岐させる試みや津波の警報ツス

テムについて努力Lました･彼は1940年まで所長を勤

1988年1月号

めました.

1948年H.V.O.は現在地のウエカフナ(Uwekahuna)

に移築されました.H.V.O.の所属はそれまで何度

か変わりましたが結局1947年からはU.S.G.S.に属し

1986年大改築され現在に至っています･改築前の様

子は既に紹介されていますので(三村ほか1980)ここ

ではその後変わった所たけ紹介します･外見で目立

つのは四周がガラス張りの塔屋の部屋です(第5図).

H.VO.は平屋(新しい建物には広い地下室があります)で

すのでこの部屋からはマウナ･ロアキラウェア･カ

ルデラだとが実に良く見渡せます.また計算機の端

末も置かれ室内に居ながらにして噴火する火山その

ものと地震などのデｰタとを検討することができるよう

になっています.またカルデラに最も近い建物は一

般に開放された展示室にたりました(第6,7図).ガイ

ド･ブックにはJagger'sMuseu血と記されています.

ここには火山とは何かそこでどういう現象が起こり

H.V.O.でどう観測し噴火予知などに役立てているか

が示されています､筆者が訪れた際にも観光客がひっ

きりなしに出入していました･火山学の普及とU.Sl

G.S.H.VO.の宣伝に絶大な効果があることは間違

いありません.

山頂域には国立公園のビジタｰ･センタｰがありそ

こでも様々た資料や情報が得られますがH.V.O.の方

が文字通りよりhotであるという印象を受けました.

5.キラウエア山頂カルデラ

H.V.O.からカルデラを見ると反対側の南西のカル

デラ縁はほとんど落差がありません(第8図)｡ウエカ

フナ付近は逆に最も落差が大きく現在でも135mあり�
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第6図H.V.O.展示室内の調査用具.耐熱調査服の右

上のハンマｰには採取した溶融溶岩のかけらが付

いています.

ます･これはキラウエアの山頂が現在のカルデラの

北縁のH.γO.付近及び東縁のキラウエア･イキ付近

に位置していたためです.

日本の玄武岩一安山岩からたる成層火山でもよく山

頂にカルデラができていることがあります(岩手山秋田

駒ケ岳など).それらのカルデラは成層火山形成期とは

噴火のタイプを異にする大噴火によってできたと考えら

れます.ところがハワイではたとえば層状火山体形

成の初期の段階にあるロイヒ火山にも既にカルデラが

できています･つまりハワイの層状火山はその生成

の過程で頻繁にカルデラができていたと考えた方が良

さそうです.山頂は最も活動的ですからカルデラは

すぐ“に噴出した溶岩で埋められるでしょう.リフト

･ゾｰンは岩脈密集ゾｰンですがオアフ島のクｰラウ

火山でも(WALKER1987)キラウエア山頂カルデラで

も(CAsADETALLandDzURIsIN1987a)た畦かカルデ

ラ域では岩脈は少たいのです.これは山頂カルデラが

生成しては次にすく“新たた噴出物によって充填されて

しまう過程を繰り返しているためと考えられます.現

在のキラウエアの山頂カルデラもそのサイクルのある

1時期にすぎないのです.

カルデラの底は真平ではありません.たとえば1971

･1974年溶岩はカノレデラ内の東の低所を埋めるように

流れました(第3図)｡つまりハレマウマウ火口を中心

第7図H.V.O｡内展示室の一部.静止Lている岩石標本

もたせかダイナミクスを感じさ昔ます.

とする層状火山体ができているのです.1823年には

カノレデラの深さは現在の約2倍ありましたが1924年

までの約100年間はカルデラ内の火山活動が連続しカ

ルデラ底は噴出物で埋められ浅くたりました･その活

動もだいぶおとたしくたっています.

俗.ハレマウマウ火口

ハレマウマウ(Ha1emaumau=Houseoftheamaumau

fem)火口(第910図)は1924年のマグマ水蒸気爆発

による崩落のために直径が430mから920]]ユに広がり

深さも410mとなりました･その後の火山活動により

火口底の深さは変化し1967年には深さ約40mと最も

第8図キラウエア･カルデラ南部､カルデラ壁が最も低い部

分からは1982年溶岩が流出しています.この辺の地下に

マグマ溜りがあります､

地質ニュｰス401号�
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第9図

キラウエア･カルデラ西北部.中央の凹みはハ

レマウマウ火口.M:マウナ･回アの東リフト･

ゾ_ソ.K:マゥナ.ケア.P:駐車場､

第10図

ハレマウマウ火口.火口底の大部分は1974年溶岩

現在深さ85m矢印の段は1967年の溶岩の痕跡で当

時の深さは40m.中央上の崖がUwekahunaB1uff.

H:H.V.0.(左上).

浅くたりました.その当時の溶岩湖の高さは現在の

火口壁に残されています(第10図).現在は火口底の大

都分は1974年溶岩で占められており火口縁からの深さ

は約85mです.

UwekahunaB1uffはH.γ0.の北東のカルデラ壁

です(第10図)｡この高さ135mの露頭では63枚の溶岩

流が確認され岩石学的検討がなされました(CAsADE平皿L

andD囲URIsIN1987b)｡最下部の溶岩は約2800年前のも

ので溶岩の噴出口はハレマウマウ火口北東のカルデラ

内と考えられています.UwekahunaB1u丘を含むカ

ルデラ壁には岩脈が18枚しか認められません(CAsADE-

YA皿andDzURIsIN1987a)｡これらの岩脈を合計しても

第11図キラウエアの南西リフト･ゾｰン.左上はハレマウマ

ウ火口､多くの割れ目の一部からは溶岩も噴出していま

す.左下は1971年溶岩.

1988年1月号

その幅は15mにしかたらずカルデラ域の1劣以下を占

めるにすぎません･カルデラ域は頻繁に沈降し常に

新しい溶岩で満たされているという考えは正しいようで

す.

さてこれらの岩脈は北東一南西方向に伸びています･

この方向は南西リフト･ゾｰン(第11図)の伸びの方向と

同じです･これから見るChainofCratersRoadは

南東方向に走りますがその方向と同じ走向の岩脈はあ

りません.

7.キラウエア｡イキ

キラウェア･カルデラの東隣にはキラウエア･イキ

(Ki1aueaIki=Litt1eKi1auea)が位置しています(第3

図).H0LcoMB(1987)によればキラウエア･イキの東

端付近を噴出中心とするAi1aauの大規模た火山活動

が約500-350年前にありその後キラウエア･イキが陥'

没しました.このAi1aauからの溶岩は東に流下

しキラウエアの東リフト･ゾｰンの北側の大部分を覆

っています(第12図参照).Thurston1avatube(溶岩

トンネル)はその活動時に溶岩を遠方まで流下させた

通路のたごりです.

キラウエア･イキは1959年11月の噴火とそれによ

ってできた溶岩湖で有名です.噴火の様子はRIc肌ER

ほか(1970)に詳述されています.11月14日にキラウエ

ア･イキ南縁のいくつかの割れ目から噴火が始まりまし

た･その後噴火の場所は1ケ所のみにたりました.

このようた経過はハワイの噴火にはしばしほ認められま�
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第12図

キラウエア火山の地表の溶岩流の年

代.H0Lco肥(1981)より引用.

H0Lco皿B(1987)にはより精綾な

図面がカラｰで示されています.

す.噴火口から最高1900フィｰトと観測史上最高の溶

岩噴泉が吹き上げられスパタｰやスコリアは北東貿易

風に流されて主に南西側に堆積し火口の周囲には小山

ができました.フウ･プアイ(PuuPuai=fomtainhi11)

です(第13図).噴火は12月21目に終わりましたがそ

の続きはまた後に記します｡

キラウエア･イキの溶岩湖は岩石学や地球物理学の

天然の実験室として重宝されました.何本もの試錐が

実施され溶岩の冷却と結晶成長の過程が追跡されまL

第13図フウ･プアイ

石丘､噴火後

逆流しました.

キラウエア･イキ1959年噴火でできた噴

マグマの一部は中央の噴出口から地下に

だ.1981年の試錐ではついに完全な溶翻溶岩は見つ

からたくたりました｡それでも湖内の温度は1150℃以

上ありました.1985年の試錐でも約60m深の岩石は

赤熱状態であったそうです･またこの溶岩はキラウエ

アの溶岩としてはかんらん石を非常に多く含むのが特徴

的で試錐コアの中からは直径何と2㎝にも達する

巨斑晶が見つかりました(HELz1987).また1976年12

月の試錐孔内の比抵抗値測定によれば(AND囲s0N1987)

溶融マグマ:10Ωmその直上の乾燥高温岩体:100000

Ωmその上の約100℃の水や蒸気で満たされたゾｰン

800-8000Ωmの値がそれぞれ得られました･岩石の状

態や温度水の有無といった点での比較検討は地熱資

源探査の上からも興味があります.

8.C脇虹⑰fC胴細蝸鼠㈱dに沿って

キラウエア･カルデラの南東縁からクレイタｰが南東

方向に並んでいます(第14図).これらはいずれも爆

発で吹き飛ばされてできた火口ではたく地下の岩石が

何からの理由で欠損したために崩落Lでできたピッ

ト･クレイタｰ(pitcrater)です.大部分が道路の傍

にあり見学できますので簡単に紹介します.

ケアナガコイ(第15図)直径450m深さ35m.クレ

イタｰの底から石器として利用されたtachy1iteと浮

ほれる玄武岩ガラスを産する地であることが命名の由来

ですがそれは18771974年溶岩に覆われてしまいまし

地質ニュｰス401号�
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策14図北東から見たピット･クレイタｰの列.

手前プヒマウ･クレイタｰP:プヒマウ地熱異

常地K:コク_ラウ.クレィタ_D:Devi1s

throatH:ヒイアカ･クレイタｰP:バウア

ヒ･クレィタｰK.F.:コアユ断層系のうちの1

つの断層崖.

た.1790年の大爆発による降下堆積物Keanakakoi

AshMemberの模式地です.

ルア･マヌ(LuaMam第16図)直径約100m深さ

15mの小さい穴で1974年溶岩に覆われるまでは樹林

第16図ルア･マヌ(LuaManu)クレイタｰ(中央下)と

1974年溶岩.右下へ伸びるのが二ChainofCraters

副��

1988年1月号

第15図ケアナガコイ(Keanakakoi)クレィタｰ.

底に見えるのは1974年溶岩.左上はキラウエア･カル

デラ東都で黒いのは1974年溶岩.V:ボノレケイノ･

ハウスP:フウ･プアイK:キラウエア･イキ

に覆われて目立たたかったそうです.

ブヒマウ(Puhimau第14図)直径約200m深さ160

mと深い穴で最近の溶岩の流入がたいために底は崖

錐に覆われています｡これが典型的たピット･クレイ

タｰです.

プヒマウ地熱異常地(第14図)1937-38地熱活動で植

物が枯れた地域です.地表には到達せず途中で上昇

が止まったマグマにより地熱異常地が形成されたと考

えられています.

コクｰラウ(Kokoolau第14図)樹木に覆われた静か

たクレイタｰです.

Devi1'sthroat(第14図)こわい名前です･この穴

はどんどん大きくたっていった過程がわかっています.

19世紀はじめには人が跳んで渡れる程度の穴でした･

1923年には地表で径10m深さ80mで下へ行く程径

が大きくたっていました.1926年には径15m深さ76

m.最近の地震でも崩落が起こり現在の径は約50m'

あります.このピット･クレイタｰは今後も成長を続

けることが予想されており近づかたい方が良さそうで

す.

ヒイアカ(Hiiakaベレｰの妹の名前に由来).ペレｰ

に似ず妹ヒイアカは穏やかた気質であったと言われて

います.1973年噴火は1目以内の短期間で終わりま

した･溶岩湖に溜った溶岩の一部は噴火後噴出口か

ら地下に逆流した様子が黒く跡にたって残っているの

でわかります(第17図)･

バウアヒ(Pauahi第18図)･長径500m深さ110m

最近では196819731979年に噴火が起こりました･�
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第17図ヒイアカ･クレイタｰ.直径400皿.深さ80-

100m.1973年にクレイタｰの中と外とで割れ目噴

火が起きました.右下はChainofCraters1Road､

第18図パウアヒ･クレイタｰ.つたがった2つのクレイ

タｰの向こうにも小さたクレイタｰがあります.

M:マウナ･ウルP:フウ･フルフル､

いずれも短い噴火ですがそのたびにクレイタｰの底の

様子は変わってしまいました･ヒイアカとバウアヒの

1973年噴火はマウナ･ウルの1972年一1974年の活動が

一休みLたときに起こりました.

第14図の右上の断層崖が手前(北)側を向いているこ

とを不審に思う方もいるでしょう･た畦たら第1図の

概略図に示しであるようにキラウエアの北側はマウナ

･ロアの山体に押さえられているためキラウエアは

成長するたびに山体の南部が南(海)側に落ちる断層

で特徴づげられているはずです･この北側が落ちる正

断層系はKoaeFau1tSystemと呼ばれています.数

多くの断層の分布とその成因モデルはDUF亙I肌D(1975)

第19図南東から見叱マウナ･ウル(手前)とマウナ･回ア

(遠景)､規模は異なりますが共に層状の火山です､右

中はフウ･フルフル.

に詳述されています｡

9.マウナ･ウルの活動

MaunaU1uとはgrowingmountainの意であり

1969年5月から1974年7月までの噴火でできた小盾状火

山です(第19図)｡一連の噴火の経緯は1969-1971年の活

動はSwANs0Nほか(1979)に1972-1974年はTILLエNG

ほか(1987)に分けて記してあります.いずれの報告中

にもこれらの一連の活動に関する他の公表文献が内

容別にまとめて一覧表に示されて便利です.噴火終

了から報告書出版までの間隔がいささか長過ぎるとこ

ろが気にはたりますが.

この噴火はキラウエアの山腹の噴火のうちそれま

で人間が目撃記録したものとしては最大級の噴火でし

た｡噴火の場所がほとんどマウナ･ウルに限られてい

たこと噴出量が期間中がたり一定であったことたどが

特徴として挙げられます.

1969年5月2蝸バウアヒアロイアラエの各クレ

ｰタｰ間に拡がるいくつかの割れ目から噴火が始まり

ました･噴火は次第にアロイとアラエのクレイタｰの

間の一点に集中するようにたりました･これがマウナ

･ウル生成の始まりです.噴火の勢いは激しくアロ

イアラエの2つのクレイタｰは溶岩流により埋められ

てしまいまLた･マウナ･ウルの山頂には溶岩池がで

きここから溶岩が澄流するたびに層状火山が高く成長

しました.アラエの火口を埋めた溶岩とマウナ･ウル

の火道とは溶岩トンネルでつたがっておりアラエにで

きた溶岩湖から更に遠方に溶岩が流出しました(第20図).

地質ニュｰス401号�
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麗簸謹11790-1969年間の溶岩流

巨…ヨプウ･フルフルの溶岩流

一第20図

マウナ･ウルｰアラエの断

面図

H0Lc0MB(1987)を簡略化.

溶岩流は約12㎞南に流下して海中に入りました.

このとき枕状溶岩(pi11ow1ava)が生成する様子が初

至
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榊1･.も太平洋

第21図マウナ･ウル付近の略図と1969-1974年溶岩の分布.

U.S.G.S.(1986)の地図等より作成.

1988年1月号

めてカメラに収められました｡

マウナ･ウルの火口内の溶岩池の高さは1971年10月か

ら1972年2月まで及び1973年のパウアヒと

ヒイアカの噴火時には下がりました｡その

後活動は断続Lマウナ･ウルの高さは121

mにまたアラエにできた層状火山の高さは

至

を

フ

ナ

��

90mにたりました.1974年7月19日キラ

ウエアの山頂部でハｰモニック･トレマｰが

観測されマウナ･ウルのマグマは地下に戻

りました.同目山頂カルデラ内とケアナガ

コイで噴火が起こりました(第3図).これ

でマウナ･ウルの噴火活動は終わりました.

この5年以上にわたる一連の噴火により0,347

km3の溶岩が噴出しました(第21図).

1971年10月までの活動ではキラウエア山

頂部が大きく膨らみその後急激に収縮する

とマウナ･ウルで激しい噴火が起こるとい

う一連の経過が確認されました.それに比

べると1972年2月以降の活動ではキラウ

エア山頂部の地形変動の量が小さくマグマ

はかたり一定Lてマウナ･ウルに供給される

ようにたりました.TILLINGほか(1987)

はこれをquaSi_Steady_Statemagma

transferと表現Lました.この様式の変化

は1983年1月からの東リフト･ゾｰン上での

噴火では更に極端になります.�
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第22図マウナ･ウル頂上の穴.山体表面の模様はマグマ

が火口からあふれ出たときのもの.穴は爆発では

なくマグマの水位が低下したことによってできまし

た.

第23図フウ･フルフル.山頂には深さ約50mの急崖で

囲まれた陥没口があります､手前はマウナ･ウル

の溶岩.

互⑰.マウナ･ウルからフウ･オオヘ

マウナ･ウルの山頂には現在円型に近い穴があいて

います(第22図)･マウナ･ウルの北西方約600皿には

フウ｡フルフル(PuuHu1uhu1u)があります(第23図).

約500年前の活動でできた高さ約60mの小山です.こ

の山頂からは東リフト･ゾｰンの展望が良く晴れた目

にはその東端にある燈台(第30図参照)まで見渡世るそ

うです｡またH.γO.の研究者達はマウナ･ウル

の最高540mにも達した溶岩噴泉を始めとする一連の活

動をここから良く観察することができました.

マカオプヒ(Makaopuhi)は東リフト･ゾｰン上で

は最大級のクレイタｰです(第24図).このクレイタｰ

の形成史は複雑です(第25図).1965年以前には東側の

クレイタｰの深さは約100mであるのに対し西側のそ

れは約300mもありましたので東側のクレイタｰを埋

めたかつての溶岩湖の壮大た断面が露出していました.

そのため溶岩湖の岩石学を試錐なしに行うことができ

ました(Moo肥andEYA.s1967)｡1965年噴火により

西側のクレイタｰ中に新たに溶岩湖ができました･今

度は熱い溶岩湖の研究が始まりました(WRIGHTand

OKA皿URA1977だと).ところがその後のマウナ･ウル

の活動によりユ97273年にかけて西側のクレイタｰ全

部と東側の一部は第2425図のように覆われてしまいま

した.

マカオプヒに接してその北側には層状火山カネ･ヌ

イ･オ･ハモ(KaneNuioHamo)が位置Lています

(第24図).この火山は約600年前に生成しました.こ

こから流出した溶岩は広く東リフト･ゾｰンの南斜面を

覆い海岸にまで達しています･山頂には陥没穴があ

ります｡その形態はマウナ･ウルそっくりでありそ

の噴火様式も互いに似ていたのでLよう･ただしカネ

･ヌイ･オ･ハモの方が層状火山体及び噴出溶岩とも規

模は大きいです.

ナバウ(Napau).径は大きいのですが度重なる噴

火による溶岩で埋められ南西の縁では崖の高さは30m

ありますが北東部では落差がたく1968年溶岩はク

レイタｰの外側へも平らに続いています(第26図).1983

年1月に始まった一連の活動の最初の噴火割れ目はこ

のナパウ･クレイタｰ北西壁付近に位置しました.ま

たマウナ･ウルから東に伸びている歩道(Napau6rater

第24図マカオプヒ･クレイタｰ.東西2つのクレイタｰが

つ次がっています.西側のより深かったクレイタｰの

輪郭がかすかに見えます.上方(北)に見える層状の

山はカネ･ヌイ･オ･ハモ.手前は1972年溶岩.

地質ニュｰス401号�
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カネ･ヌイ･オ･ハモ

束

1皿皿回マウナ･ウル1972-73年溶岩流

麗麗麗1969年溶岩流

麗嚢覇1965年溶岩湖
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慶麗工922年溶岩地

目≡………目有史以前の溶岩湖

嚢カネ･ヌイ･オ･ハモの溶岩流

第25図マカオプヒ'クレ

イタｰの断面図

I王｡Lcoコ皿B(1987)を

簡略化

Trai1)はここで終わっています･ここから先は一般

者立入禁止であり1983年以来の噴火活動が起こってい

る場所なのです.

エ1｡フウ｡オオの噴火

1970年代の後半つまりマウナ･ウノレの活動の後キ

ラウエアの東リフト･ゾｰンに大量のマグマが貫入した

と考えられました.特に1975年12月のカラパナ大地震

後はマグマはほとんど地表へは噴出せず主に貫入活

動が続きました(D囲UBIsINほか1984)･東リフト･ゾ

第26図ナパウ･クレイタｰ.19651968(68)1972(72)

1983年(83)の溶岩で埋められています1直径約1km

1988年1月号

一ソの中問部つまりナパウ･クレイタｰより東方は森

林に覆われており地表での測量は困難でした.1977

年に同地で噴火が起こり新たた測量網が構築されまし

た.その結果東リフト･ゾｰン中部は大きく膨張し

ていることがわかりました.1981-82年には南西リフ

ト･ゾｰンで貫入活動が起こり東リフト･ゾｰソヘの

貫入は中断しました｡1982年9月には山頂カノレデラで

小噴火が起こりました(第8図).1982年末には東リ

フト･ゾｰソヘのマグマの貫入が断続的に続きました･

この貫入岩(まだ固結していませんからr岩｣とするべきでは

ありませんが)はほぼ垂直でその体積は地震の震源及び

南北方向に拡がる地形変動の観測から長さ8㎞高さ

3.5㎞厚さ2.2mで60×106m3(W0L醐ほか1987)ある

いは長さ11.4㎞高さ2.4㎞厚さ3.6加で100×

106m3(DY0趾Kほか印刷中)と見積もられています.

1983年ユ月2日マカオプヒ･クレイタｰの1㎞西方'

でハｰモニック･トレマｰが観測され始めその!時間

後にはキラウエア山頂部が収縮を開始しました.地震

の震源はおよそ時速0.7㎞でリフト･ゾｰンに沿って北

東方向に移動しナパウ･クレイタｰ付近に達しまし

た･このマグマが貫入していく様子は東リフト･ゾ

ｰンに沿って設置してあるいくつかの歪計でも次々に観

測されました.1983年1月3日午前O時31分ナパウ･

クレイタｰ北西縁で噴火が始まりました(第26図).割

れ目火口は次第に東方に伸び7時40分には東北東一西南

西方向に伸びる割れ目火口群全体の長さは約6㎞にたり

ました｡当初の活動では最大の長さ数100皿の割れ目�
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(グラビア写真1)から低い溶岩噴泉が噴出し火のカｰテ

ンを造り出しました.その後活動の場所が1点に集

中するようにたりました･これは薄い岩脈よりも円筒

状の火道の方が運動エネルギｰ熱エネルギｰとも損失

が小さいためと考えられています.噴火活動は約3週

間にわたり断続的に起こりました･この一連の活動は

エピソｰド1と呼ばれています｡

エピソｰド2と3の期間中に大きく成長したのが1123

コｰソです(第27図).1123とは11月23日の略ではたく

1月5目の11時23分に開口した噴出口のことだそうで

す.この先エピソｰド(episode)という語が出てきま

すがこれは噴出活動の区切りとLてつげられたもので

す.激しい噴出活動に対してエピソｰドの番号がつけ

られ休止期を挟んだ活動に次の番号がつけられます･

エピソｰド4からの噴出中心は1123コｰソの1.5㎞西

方に移りました.その後の活動は大部分がこの噴出口･

から起こり噴出するスパタｰと溶岩によりコｰソは

成長を続けました.1986年6月のエピソｰド47までの

間にこの山の高さは255mにたりました.フウ･オオ

(PuuOo)です(グラビア写真2)･Puuはhi11の意

です.Ooはハワイにかつて生息していた鳥の名です.

黄と黒の鳥だそうです･このフウ･オオという名は

全く別た古い文献にも登場しています･1935年のマウ

ナ･ロアの溶岩流に関する報告中に出ています(H.V.0.

1936).地図を捜してみるとありました.マウナ･

ケア南東斜面上にあるコｰソの1つです.命名の由来

はよくわかりま苦んでした.

フウ･オオの火孔の直径は約10mあります(グラビア

写真3).溶岩噴泉とたって空中高く噴出したマグマ片

はスパタｰとなり火口の周囲に堆積しましたが一都

は根無し溶岩流(root1ess1avaf1ow)とたって流下しま

した.軽いスパタｰはこの地方に卓越する北東貿易風

のために火口の南西側に多く堆積しました.フウ･オ

オの下半部は緩やかた斜面からたる層状火山ですがその

上部は急斜面からたるシンダｰスパタｰ･コｰソであ

りキラウエア･イキのフウ･ファイ(第13図)とよく似

ています.またキラウエアの東リフト･ゾｰン上には

このような欠きた突出地形はほかにたく遠くからもよ

く目立って見えそれは偉容でもありまたキラウエア

の火山地形としては異様でもあります.

またフウ･オオの山頂部は白いもので覆われており

山全体の形が富士山型をしているためあたかも雪を頂

いたハワイ富士キラウエア富士といった趣きがありま

す(グラビア写真2).もちろんできたての火山体の表面

に付いているのは雪ではありません.堆積Lたスパタ

ｰなどの降下火砕物からの脱ガス作用でできた昇華物で

第27図手前1123火口向こうフウ･オオ.写真中右端

の小屋は1984年に建てられたH･V･O･の臨時観測

施設.T･V･カメラなどがセットされ無人状態で

もフウ･オオの活動の監視カミ続けられました.

主にマグネシウムの硫化物からなります･

また一般に噴出口付近ではパホイホイ溶岩として流

下したものが途中でアア溶岩に変わることが多く観察

されています(PETERs0NandTILLING1980)｡フウ･オ

オの噴出口からはパホイホイ溶岩もアア溶岩も共に噴出

しました･そのため火口周辺でもパホイホイとアア溶

岩が複雑に分布しています･両者は空から見ると灰銀

(バホィホィ)と黒(アア)で極立って色調が異なります

(第28図)一

フウ･オオ噴火ではエピソｰドの間隔が比較的一定し

�

ていました.周期の平均は3ア週で標準偏差は12日

でした.各噴火の期間は次第に短かくなるようになう

1983年には3-4日続くことが多かったのに1985-86年

には1日以内で終わることが多くなりました･ただし

各エピソｰドの噴出量は約1,000万せで殆んど一定でし

たので単位時間当たりの噴出量は多くだる傾向がみら

れました1エピソｰド47では高さ550mの溶岩噴泉が

観測されました.キラウエア山頂部の傾斜計や歪計の

観測により山頂部が沈降(収縮)するとフウ･オオ

の噴出エピソｰドが起こり噴出エピソｰドが終わると

山頂部が隆起(膨張)し始める関係が認められました

(第29図).この一連の変化はマウナ･ウル噴火活動時に

も報告されています.この噴出エピソｰドは1986年6

地質ニュｰス401号�
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キラウエア山頂の傾動(1956-1986年)

今…
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第29図キラウエア山頂域の碩動(膨縮)と噴火活動(上図)及び山頂域の膨縮一フウ

相関(下図)TILLINGほか(1987)より作成

5月6月

･オオの噴出エピソｰ一ドｰ地震回数の

1000短

とOO周

期

600地

震

�　

回

200数

月まで47回を数え既に噴出量はマウナ･ウル噴火時の

2倍に達しました.

フウ･オオは東リフト･ゾｰンの中部に位置しており

(第30図)この周囲は前にも紹介したように森林地帯で

す･噴火後しばらくは森林被害だけで済みました.

第28図東方から見たフウ･オオ(左上)と溶岩流.

手前の灰色はパホイホイ溶岩右上の黒いのはアア溶岩

残された森林部はキブカ(kipuka)と呼ばれています.

1988年1月号

ところでフウ･オオは丁度国立公園の境界に位置してい

ます｡公園の外側の東リフト･ゾｰンの南斜面には

別荘分譲地Roya1Gardensが開かれていました.リ

フト･ゾｰンから流下した溶岩は1983年から85年にかけ

て約20戸の別荘を飲みこみアア溶岩流が道路を至る所

で分断Lました(第31図)･

このアア溶岩の進行速度は常に一定ではありませんで

した.溶岩流の先端部は数時間ごとに厚く高くたり

それが崩れるときはかたりの速さで流下し危険でした.

また変わった災害も発生しました･溶岩の熱により植

物の根が焼けメタンガスが生成しました.このガス

は地表に激しく噴出することもあり溶岩から100mも

離れた所でも爆発により火口ができたそうです.

五2.エピソｰド48の噴火

1986年7月18日エピソｰド48の噴火が始まりまし

た.この噴火はフウ･オオの東方の割れ目火口からの

噴出で始まりここでも噴出口は次第に中にまとまるよ

うにたりました.このフウ･オオの東方約3㎞にでき

た新しい火口の周囲には次第に層状火山が成長しその

山頂部には溶岩池が出現Lました.溶岩がこの池から�
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第30図

キラウエア火山東リフト

ゾｰン中･下都略図.

H畑L囲丁(1987)より作

成.図中の数字は1840

年以降の溶岩流の年代.

溢れ出るたびに盾状火山は高くたりました･このエピ

ソｰド48はそれまでの噴火とは全く活動のタイプが異

なるものです.1987年5月現在層状火山の高さは52m

とたりまだ活動は続いています･噴出量は1目当た

り50万㎡で一定です.このためエピソｰド47までは認

められていた山頂カルデラ付近の傾斜や歪みの変化は認

められたくたりました.溶岩は溶岩池から溢れ出るだ

けでたく溶岩トンネルを通じて大量に流下しました(グ

第31図

フウ･オオの南東の別荘地Roya1Gardens.幾筋も

のアア溶岩流に覆われました(写真左下から右上へ流

下).1983年から覆われ始めたので既に溶岩流の上

に道を造り直した人もいます.1987年1月23日撮影.

ラビア写真45).1986年11月末には海岸付近の集落に

達L住宅が飲み込まれました.11月28日ついに溶

岩は火口から約13㎞流下L海中に流入し始めました.

さてこの新しい層状火山(NewShie1d)にはまだ名前

がついていないようです.火山体の基底部の直径は約

1.5㎞1山頂の溶岩池はほぼ円型の部分とそれから

南に伸びた溝とからたり長径250m短径150mです･

H.V.O.の観測者達はヘリコプタｰでこの山に通って

溶岩池の高さの測量や溶岩の試料採取を継続していま

す.

NewShie1d山頂の溶岩地を1987年1月に見ることが

できました｡その表面には縞模様が認められました

(表紙及びグラビア写真6参照)､本誌の表紙とグラビア中

の写真を比べれぱわかるようにこの縞模様は動いてい

ます.溶岩池内には対流が生じているのです.表面

の模様は地球規模のプレｰトのものとそっくりです･

DUFEIELD(1972)はマウナ･ウル山頂溶岩波表面のプレ

ｰト･テクトニクスについて報告しましたがこの新し

い溶岩池内でも同様の現象が起こっているのです･空

からの観察では動きを把えるのは難かしいのですが

対流の上昇部は溶岩池の中央部付近にあります･そこ

では赤い溶融溶岩が見えますが(表紙とグラビア写真では

角度の関係で赤い部分は見えません)空気に触れるとすぐ

に黒色の殻ができてしまいます.固結した表面の殻は

池の縁で中に沈み込みます.沈み込む時には殻が壊れ

そこでも赤い溶融溶岩が顔を出ししぶきが飛び散りま

地質ニュｰス401号�
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策32図東リフト･ゾｰン(スカイライン)から流下して

きた溶岩は海岸近くのカパアフ集落(建物は疎ら

です)や国道を埋めました.1987年1月20目撮

影.

す.表紙とグラビアの写真ではあまり明瞭ではあり

ませんが溶岩池の縁のあたかも噴出口のように見え

る部分が沈み込み帯たのです･

ユ986年11月の溶岩流は黒砂海岸で有名たカラパナ

(Ka1apana)の西方のカパアフ(Kapaahu)という集落を

襲いました(第32-34図).ここまで到達したのはNew

Shie1dから溶岩トンネルを経て流下してきたパホイホイ

溶岩です･溶岩流はわずか1-2mの厚さしかありませ

第33図カパアフの被災家屋の一部.木材等は焼けて残って

いませんがトタンや溶融ガラスが見られます.溶岩

の厚さは1-2mしかありません.

第34図カバアフの民家の門をこじあげて侵入した溶岩流.

1988年1月号

んが建造物に対しては破壊的でした･死傷者はたく

住民は家財道具を運び出すゆとりもありましたが溶岩

の流れを変えることはできませんでした.1987年10月

1目までに計55戸の家屋が溶岩流により破壊されました.

ユ987年ユ月にヒロで開催されたハワイ･シンポジウム

(須藤1987)の巡検で筆者も同地を訪れる機会があり

ました.現場に至る国道には立入禁止の柵がありまし

た･シンポジウムの参加者だげでたく一般の観光客

もどんどん立ち入っていました(グラビア写真7)｡避

難することは可能たはずの多くの自動車が放置され焼

け焦げていたのが気になりましたが(グラビア写真8)そ

の理由はわかりません･この集落及び樹林を覆ったパ

ホイホイ溶岩の表面はかなり柔かかったようで溶岩

樹型(第35図)ややしの実痕?(第36図)だとが認められ

ました.また一方溶岩の形態で印象的だったことは

表面がブロック化して至る所に割れ目や段差があること

です(第3337図)｡割れ目は幅30cm程度開いているこ

ともあり冷却のみによる節理とは考えられません.

また内部の溶岩はったがっておりこの表面の割れ目が

できたときに内部はまだ流動的だったと考えられます.

したがって筆者はこの割れ目は表面が固結後もまだ溶

岩の内部は流動的であったときに力が加わり大きく開い

たものと推定しました.

溶岩流は低い所を求めて流下し道路を通って海岸方

面に進みましたが(第38図)ここでは海岸付近は少し高

くたっていたために主流は西方に流路を変え林を焼

き払いだから海岸に向いました(第39図).海津には海

食崖が発達していたため溶岩は滝とたって海中に流入

しました.そしてO.07k㎝2のnew1andが形成され

たのです(第40図)｡海中に流入した溶岩の模式的次断�
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第35図溶岩流の表面に倒れた樹木の表面構造の跡.溶岩が流

動的であったからできたのでしょう.

面の例を第41図に示します.

海岸にまで達したのは溶岩トンネルを経て供給された

パホイホイ溶岩(tubefedpahoehoe)です.これは溶

岩を遠方まで効率良く運搬するシステムです.シンポ

ジウムの巡検時にはリｰダｰの1人U.S.G.S.の

Peterson氏がパホイホイとアア溶岩との関係について

説明してくれました(第42図).パホイホイ溶岩からア

ア溶岩への変化は大変面白い問題なのですが実はあま

り簡単には説明できませんので興味のある方はPETE

Rs0NandTILLING(1980)を参照して下さい｡

かつての海岸線付近の溶岩流の表面にはスパタｰが付

着しているのが認められまLた(第43図).スパタｰは

マグマ片が空中に放出されてできたものです.あまり

第36図写真中央下の鉛筆の光とその手前に穴があり向

こうから樹が倒れてきています.おそらくヤシの

実の跡が溶岩に付けられたものでしょう｡

発泡はしていません.このスパタｰは分布が昔の海岸

線付近に限られていることから小さた水蒸気爆発によ

り飛散Lたマグマ片と筆者は推定しました.

海岸沿いの国道は1986年11月に溶岩流に覆われました

が翌年の2月には開通しました.ところが4月には

また新たた溶岩流に覆われ4月9日に溶岩流は86年

第37図カパアフの集落を覆った溶岩の表面には縄状の模様も

見られます､中央の割れ目は表面固結後も内部カミ流動

するためにできたものと推定しました.

第38図道路沿いに海(手前方向)に向かう途中で停止した

溶岩流.溶岩流は少しでも低い道路に沿って流下し

てきましたがこの辺では海岸付近が少し高くなって

いるので溶岩の主流は横に拡がり海岸に達しました.
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第41図

海中に流入したパホイホイ溶岩の模式断

面図､Mo0REほか(1973)にPETERsoN

(1976)が修正加筆したもの.後者で

は噴火前の海食崖の様子などがよりリア

ルに描かれ今回のカパアフの溶岩流とそ

っくりです.

11月溶岩流の西隣で再び海中に流入Lました.

前にも書きましたようにエピソｰド48の噴火の間に

キラウエア山頂部の地形の変化がたいことから山頂部

の地下深部から供給されたマグマはカルデラ下のマグ

マ溜りをスムｰズに通過し東リフト･ゾｰンの下を通っ

てNewShie1dから噴出していると推定されます･

その噴出量50万㎡/目はキラウエア火山の長期連続

噴火としては最大級の多さです･エピソｰド48の噴火

はいつ終わるのでしょうか.これはキラウエアのマ

グマ生成と噴出のバランスを考える上で興味のあること

です.

皿3.キラウエア火山の長期的な火山活動の変化

フウ･オオ及びその東方のNewShie1dの噴火活動

はキラウエアの火山観測史上最大級の山腹噴火です･

また一方山頂では1924年までの約100年間にわたって

ほぼ活動が連続して起こっていました.山頂噴火と山

腹噴火それらの活動の時間的関係は長期的にはどうた

っているのでしようか.

キラウエア火山の地質調査の結果H0Lc0MB(1981

1987)はそのモデルの一つを示しました(第44図).

正I0Lc0MB(1987)の図はカラｰですのでここでは

H0Lc0MB(1981)の図を引用Lます.両者の細部は異た

りますが大要は以下の通りです｡

第1期:マグマの大部分は山頂下に貯えられ山頂カ

ルデラ内で長期的た噴火が続きます.マグマの頂部

が上昇すると側方のリフト･ゾｰン中に貫入が起こり

ます.

第39図西方から見たカバアフ集落付近.分断されているの

は国道.手前右の倒木のない溶岩流部がnew1and･

1987年4月には手前左の部分も新たな溶岩流に覆われて

しまいまLた.1987年1月23日撮影.

1988年1月号

第40図激こ達した1986年11月溶岩流.海岸には溶岩の海

食崖と玄武岩溶岩の急冷砕屑片からたるb1acksand

ができています.�
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第42図ハワイ･シンポジウムの参加者達が立っているのは

1986年11月溶岩流が海に流入してできたnew1and

です.中央帽子姿はパホイホイ溶岩とアア溶岩につ

いて説明するU･S･G･S｡のPeterson氏.

第43図溶岩流の表面に附着するスパタｰ.1986年11月溶

岩が海に流入した地点でのみ見られました.小水蒸

気爆発の生成物と判断しました.

捗ゲ

鱗

1'･一･1一･一､

日

ダ

終〆･

1ラ'､除＼

④･､､

[口]]基盤麗襲マグマ区ヨ新しい溶岩流口火山体

第44図キラウエア火山の長期的噴火活動周期.

H0Lco亙B(1981)より.本文参照.

第2期:山頂カルデラ内の噴火は少たくたりリフト

･ゾｰソヘのマグマの貫入とリフト･ゾｰン上での噴

火が多くなります.

第3期:リフト･ゾｰンでの噴火が多く起こり特に

山頂から離れた地域で長期的噴火が発生します.マグ

マが標高が低い所から噴出するようにたると山頂カル

デラ内の溶融マグマの頂部は下がりカルデラ内の溶岩

は固結します.

第4期:リフト･ゾｰンの先端の海面下からも大量の

マグマが噴出し山頂カルデラでは大崩壊が起きます.

リフト･ゾｰン上部の噴火も少たくたります･

第5期:山頂カルデラ内に再びマグマが噴出を開始し

ます.リフト･ゾｰンの地下に貫入していたマグマは

固結し始めリフト･ゾｰン上の活動は沈静下します･

約1500年前から約200年前までは長期的た活動の1

周期に相当し約200年前からは別た短かい周期に入っ

ていると考えられます.H0LcoMB(1987)によれば現

在は第2期か第3期に属しているのだそうです.

14.東リフト･ゾｰン下部

東リフト･ゾｰンの下部では1840年以来115年間噴

火がありませんでした･そのため多くの家屋が建てら

れパパイヤや蘭栽培の農地が拓かれました.1955年

2月1目当たり数百回の地震が起こり後で述べる地

熱発電所付近に割れ目が発生Lました･噴火割れ目の

総延長は14㎞にも達し88目問で0.1km3の溶岩が噴出

し農地を含む16km筥を覆い(第30図)家屋21戸を破壊し

ました.またリフト･ゾｰンから南に流下した溶岩の
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一部は海中に入りました(第45図).この噴火について

はMAcD0NALDandEAT0N(1964)に詳しく報告されて

います.

1959年末のキラウエア･イキの噴火後東リフト･ゾ

ｰン沿いに地震の震源が東方に移動してきました一

翌年の1月12目にたるとカポホ(Kap.ho)地区では立

っていられたい程の地震が起きるようにたり翌13日に

はリフト･ゾｰンの方向に沿った地割れができまし

た.地割れは集落の南と北にでき集落はその中に落

ち込みグラｰベソができてLまいました.Kapohoと

は``smkenp1ace"という意味だそうです.昔から何

度もグラｰベソができたことがあるのです.さて13日

昼過ぎにはハｰモニック･トレマｰが観測され19時30

分砂糖キビ畑から噴火が始まりました･噴火割れ目

は約半マイルの長さに伸びました･ここでは地下水面

が地表下20数mに位置しているためマグマと水が接触

し溶岩噴泉と白煙黒煙が同時に立ち登るすさまじい噴

火になりました･1月15目には溶岩は海中に流入しま

した.溶岩は次々とカポホ集落の家屋を飲み込みグ

ラｰベソを埋め応急的に岩塊と土砂で造った堤防も越

えて拡がりました.2月19日までの36日間の噴火で

O.155km3の溶岩が噴出して約10krn2の土地を覆い

約2km2の新領土が形成されました.また噴出中心に

は高さ約110mのシンダｰ･スパタｰの小山フウ･ライ

マナ(PmLaimana第46図)ができました.噴火の様

子はRIc肌ERほか(1970)に溶岩流に対する障壁に

ついてはMAcD0NAm(1962)に記されています｡

この噴火の初期に噴出した溶岩の温度は後に噴出し

たものと比べて低くM岨ATAandRIcHT醜(1966)

は最初に噴出したものは1955年噴火をもたらしたマ

グマの残りで後に出てきたのが1960年活動のマグマで

あろうと推定Lました.また噴火初期の噴出物は長

期間マグマ溜り内に滞留していたために分化し後期

(主潮)の噴出物とは化学組成が異なります･このよう

た現象は1969年からのマウナ･ウル及び1983年からのフ

ウ･オオの活動時にも認められ山頂部だげでたくリフ

ト･ゾｰン下にも液体マグマがしぽらくは残存している

ことが裏付けられています.噴出する溶岩の温度を繰

り返し測定したり溶融溶岩を時間を追って採取して分

析したりすることは現在進行中のNewShie1dの活動

でも行われています.そのようた作業の結果火山活動

の新しいモデルが提出され火山体深部の実体や噴出メ

カニズムの解明がたされていくのです.

第45図海中に流入した1955年溶岩(中央の黒色部とその両側

の灰色部).

別荘地が造成され既に何月か建設されていますがこ

こは溶岩流のハザｰド･ゾｰン2あ重り安全た所では

ありません.

15.地熱発電所

東リフト･ゾｰンを山頂から東に順に紹介しまLたが

ともすれば災害の面はかりが強調されたきらいがありま

す.最後にその恩恵の一部として地熱発電所を紹介し

ます.東リフト･ゾｰンの東端付近では1962年に地

熱調査を目的として最深210mの4本の浅井戸が掘削さ

れました.最高120℃を記録Lましたがあまり成果

はありませんでした.1972年から深部試錐の計画が練

られ1975年12月からHGP(正[awaiiGeothema1Project)

第46図カポホの1960年噴火でできたシンダｰスバタｰ･コ

ｰソプウ･ライマナ.

かつての集落の中心付近です.山体表面のひび割れは

下部の溶融部カミ流出したためにできたものと考えられて

います.
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須藤

第47図東リフト･ゾｰン下都(第1図のHGP-A)にあ

る地熱発電所.中央右下の穴は1955年火口の一部

でそこから出た溶岩原上に発電所が建設されました.

一A井が掘削され翌年深度1967mで358℃を記録し噴

出テストの結果50t/時間の塩熱水と蒸気が得られまし

た･東リフト･ゾｰンの東端付近ではこのHGP-A

号井のほかに深さ1,900m以上の坑井が6本掘削され

ました.そのうちユ本を除くと坑底温度はいずれも

300℃以上でした.あまり詳しいデｰタは公表されてい

ませんがHGP-A号井を上回る蒸気は得られていない

ようです.HGP-A号井から約500m南に離れた地点

の坑井では最高温度が149℃しがたく地熱水は東リフ

ト･ゾｰンに沿った岩脈群で仕切られた狭い貯留部にの

み存在しているものと考えられます.

HGP-A号井では1981年まで5年間にわたって噴出テ

ストが継続され同年6月から3,000kWの商業発電が開

始されました(第47図).地熱調査結果の簡単たまとめ

は丁亘0MAs(1987)にまた日本の雑誌では古本･山崎

(1985)及び戸田(1986)に紹介があります.

本稿中のキラウエア火岬こ関する一般的た地質の紹介

には主にH0Lc0MB(1987)及びHAzLETT(1987)を参

照しました.フウ･オオの噴火についてはW0LFEほ

か(1987)にエピソｰド20までの記載があり参照Lまし

たが原著者によれぼこれは要約だそうで詳細は別た

U.S.G,S.のProfessiona1Paperに掲載されるそうで

す.一エピソｰド21から48までの活動については米国

SmithonianInstitutionから毎月発行されているSEAN

Bu11etinなどを参照しました.

本稿執筆に際し当所物理探査部駒澤正夫氏には大

変御世話にたりました.記して謝意を表します.
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造言己

キラウエア火山の東リフト･ゾｰンの1983年からの噴火活動

は本報告脱稿後も継続しています.溶岩流による家屋の被

災と溶岩の海中への流入も断続しています.海岸付近の低

地では溶岩流は次第に｡西方の宅地を覆うようにたり国立公

園の境界付近も罹災Lています.一方フウ･オオの火孔では

1987年6月25日に壁岩が崩落し火孔の直径は10mから30-40

mに拡大しました､このためグラビア写真3に見られた赤熱

部分は埋没し見えなくたりました.
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